
令和 8 年(2026 年)10 月 26 日 

報道関係  各位 

真庭市役所 

【情報提供】 
環境省 良好な環境を活用した観光モデル事業（Okayama Sustainable Satoyama/Satoumi Univercity） 

ぶどうをはぐくむどんぐりの森プロジェクト 
ダイキングループ労組中四国会✖OSSU 

日時▶ 令和 8 年 10 月 31 日(土) 午前 10 時 30 分～午後 4 時 

場所▶ 真庭市北房地区内（別紙工程表参照） 

 

北房観光協会が環境省から事業委託を受けている、「良好な環境を活用した観光モデル事業」にお

きまして、ダイキングループ労組中四国会さまの組合員環境イベント（植林体験）の受け入れを行い

ます。つきましては、ぜひとも報道・取材くださいますようお願いいたします。 

 

スケジュール概要▶ 
別紙工程表参照 

目的▶ 
舞台は「里山里海の循環」の源流『岡山県真庭市北房』。ダイキンが掲げる森林保全思想「地球のエ

アコン」を守り、参加者一人ひとりが自然再生の「当事者」となって未来へ森のバトンを繋ぐ参加型

環境プロジェクトです。  

今回は、自分たちが森に植えるコナラ（どんぐり）100 本の落ち葉が、歳月を経て北房のブドウ畑

を潤す良質な堆肥となり、豊かな実りを結ぶ―そんな「循環のストーリー」を組合員とそのご家族で、

五感で体感します。 

昼食時には、その「循環の結実」である地元・北房『きよとうファーム』の旬のブドウを味わう「食

育・木育」体験を通じ、楽しみながら持続可能な未来へのアクションを起こします。 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先▶ 

OSSU 事務局 

(担当 坂本) TEL: 0866-52-3009 

Mail: info.hokubo@gmail.com 

(担当 小林) TEL: 090-2117-5884 

Mail: koba-woods@kobaken-countrylife.com 

発信元▶ 
北房振興局 地域振興課（担当：追田） 

電話 (0866)52-2111 FAX  (0866)52-4496 



◆OSSU×ダイキン⼯業 「ぶどうを育む どんぐりの森」プロジェクト 2026 （2026/7/27時点）  

【趣旨】

【実施⽇時】
【場所】
【対象】

1. プログラム⼯程表
開始 所要 内容

午前10時30分 現地集合

午前10時30分 30分 オリエンテーション

午前11時 50分

源流・ホタル保護活動の視察
（諏訪洞・ホタル館）

 ※バス移動（5分）

午前11時50分

100分

※準備40分
※昼⾷60分

⾥⼭⾥海ランチ
（⽊育・⾷育体験
  by飯盒炊飯&カレー）

 ※デザートにぶどう

午後1時30分 30分 移動・トイレ休憩

午後2時 90分 植樹体験

午後3時30分 30分
お⼟産購⼊・トイレ休憩
解散

岡⼭を舞台に、森林が持つ「地球のエアコン」としての機能を守り、「⾥⼭⾥海の連環（サイクル）」を再⽣するプロジェクト。参加者が⾃然再⽣の「当事
者」となり、未来へ森のバトンを繋ぐ旅です。
今回は、将来⾃分たちが植えたコナラの落ち葉が北房のブドウ畑の良質な堆肥となり、美味しい実を結ぶという喜びを⼤切にする「森づくり」に挑戦します。
イベント当⽇には、その循環の先にある北房⾃慢のブドウをご賞味いただきます。
また、本プログラムは⼀度きりの体験で終わらせず、専⾨家による「継続的な成⻑レポート」を通じて、
⾃分たちが関わった森の成⻑と⽣物多様性への貢献を可視化していきます。

令和８年10月31日　午前10時30分～午後4時

真庭市北房地域 ※集合場所：⾥⼭⾥海交流館しんぴお

ダイキングループ労組中四国会 親⼦づれ50名程度（中型バス27⼈乗り２台を想定）

詳細・備考

未来へ森のバトンを繋ぐ森づくりアクション
 1. コナラの植林
 ・1,000㎡の指定エリアに、将来のブドウ畑の糧となるコナラの苗⽊200本を⼀本⼀本丁寧に植える。
  ※サポートスタッフが、サポートします。
 
 2. 植樹記念看板の設置
 ・活動の証として、フィールド内に植樹記念看板を設置。

道の駅 醍醐の⾥(バスで12分)でお⼟産買い物&トイレ休憩して解散

「⾥⼭⾥海交流館しんぴお」集合

⾃然再⽣の「当事者」となり、未来へ森のバトンを繋ぐインプット
 1. 環境学習映像〜⾥⼭⾥海の連環、OSSU活動紹介
 ・岡⼭の源流から瀬⼾内海へと続く「⽔が繋ぐ、いのちのバトン」の物語を映像で視聴。
 ・森林が持つ「地球のエアコン」としての役割と、森林保全活動との繋がりを学習。
 ・⾃然再⽣の現場を「実感として」学ぶOSSUの環境保全活動について紹介。

 2. ぶどうを育むどんぐりの森づくり活動の意義、⼯程の紹介
 ・本⽇植えるコナラの落ち葉が、北房のブドウ畑の良質な堆肥となって美味しい実を育てるという、
  実感を伴う循環ストーリーを伝える。
 ・午後のメインアクション（コナラ植林）の具体的な⼿順と安全管理についてガイダンス。

⽔の始まりを辿り、命を育む森林の⼒を体感
 1. 源流視察：鍾乳洞「諏訪洞」
 ・北房の森林に降り注いだ⾬が⽯灰岩⼤地に染み込み、湧き⽔となって現れる「⽔の始まり」を視察。
 ・数億年前のサンゴが堆積した⽯灰岩（海の記憶）が、⽣命を育む⽔の起点となっている神秘を体感。

 2. ⽣態学習：ホタル館と保護活動
 ・「⽇本⼀のホタルの⾥」を⽀える豊かな⽔と、地域住⺠が⻑年守り続けてきたホタルについて学習。
 ・健全な森林から流れる⽔が、地域のシンボルであるホタルの命を繋ぎ、豊かな「⽣物多様性」を
   形作っていることを伝える。

 3. 森づくりの意義への繋がり
 ・これから植える「どんぐりの森」が、将来にわたってこの清らかな⽔を育み、ホタルが舞い続ける
  環境を守るための重要な基盤となることを共通認識として伝える。

森のエネルギーと海の栄養を五感で味わう、回帰循環の「⾷育・⽊育」体験
 1. 薪割り・⽕おこし体験（森のエネルギー活⽤）
 ・⽬の前でチェンソーデモンストレーション。丸太が薪の素材へと変わる迫⼒を体感。
 ・単なる調理作業ではなく、「森の恵みが熱源（エネルギー）に変わる瞬間」を体感。
 ・今⽇⾃分たちが植えるコナラが、薪の原料としても使われることを伝える。

 2. ⽻釜・⽵筒を⽤いた飯盒炊飯（⾥海⽶）
 ・瀬⼾内の牡蠣殻を肥料にして育った、⾥⼭⾥海連環の象徴である「⾥海⽶」を使⽤。
 ・⾃分たちで⽕をおこし、伝統的な⽻釜や、⾥⼭の⽵から切り出した⽵筒で炊き上げ、
  参加者同⼠の交流・チームビルディングを促す。

 3. 「⾥⼭⾥海」カレーランチ
 ・⾃分たちで炊き上げた最⾼のご飯と共に、地元の季節の⾷材を⽤いた「⾥⼭カレー」を堪能し、
  ⾃然の恵みに感謝する時間を過ごす。

 4. 循環の「結実」を味わう：北房の旬のブドウ
 ・午後のメインアクションである「ぶどうの森づくり」の未来を、⼀⾜先に味覚で体感。
 ・今⽇⾃分たちが植えるコナラの落ち葉が、美味しいぶどうを育む物語の「ゴール」であることを
  イメージしながら、地元「きよとうファーム」のブドウをデザートとして堪能。
  収穫時期によっては、ぶどうと梨の⾷べ⽐べセットになる可能性もあり。

バスで植樹現場まで移動。 ※移動前に、しんぴおでトイレを済ませてもらうように声かけ




